
「京阪神」と銘打ってはいるが、実
質は人文地理学の教科書とも言える密
度の濃い参考書だ。サブタイトル通り、
ありとあらゆる地図を多数盛り込むこ
とで、時間と空間、そして人間が複雑
に交わりながら京阪神エリアが形成さ
れていくストーリーを辿れるよう工夫
されている。カラー図版は口絵だけに
留まるが、それを補ってあまりあるグ
レーの地図表現には編著者らの苦心の
跡も偲ばれる。
扱うテーマは自然、歴史、工業、農業、
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都市、観光と人文地理学の王道をいく
が、エスニック集団ついてもページが
割かれているのが特徴的。大阪市の範
囲が決まるまでの経緯や、京都市の御
土居、神戸市の「山、海へ行く」のま
ちづくり手法などのディープなネタも
満載で、京阪神エリアに馴染みのなか
った向きでも楽しめる。また、現場写
真を要所要所に挿入することで、地理
学で重要視される現地（フィールド）
調査も強く意識された体裁になってい
るのが好印象だ。
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近年の地形計測技術の進化は目覚ま
しく、レーザー測量やUAVによって高
精度なデータが取得され、同時にビジ
ュアル化のための表現技術も多数考案
されている。一方で災害大国の我が国
では、正しく地形を理解し、リスクを
避けることが欠かせないが、必ずしも
都市開発などで活かされているとは言
えない。本書は、適確に地形情報を見
い出すため、現役の応用地形判読士ら
によって作られた最新の解説書である。
土石流、地すべり、斜面崩壊、断層

など、頻発する災害事象の1つずつに
焦点を当て、空中写真や土地利用図、
地形図、地形分類図、3D表現など組
み合わせながら、地形種を見抜くため
のテクニックや勘所が提示される。全
体に共通するのは地形を見つめ続ける
姿勢だ。何度も繰り返し図版や資料、
そして現地を眺め、ピンとくる感性を
養うべし、というのが執筆陣の思いだ
ろう。地形判読に王道なし、されどそ
の先に地形を読み解く楽しさもあるこ
とを教えてくれる一冊。
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